
動
詞 

活
用
の
種
類 

確
認
プ
リ
ン
ト 

☆
動
詞
の
活
用
の
種
類
は
全
部
で
何
個
あ
る
の
？ 

…
活
用
の
種
類
は
、
全
部
で
９
個
あ
り
ま
す
。 

 

右
の
表
は
暗
記
し
ま
し
ょ
う
！
（
英
語
で
表
記
さ
れ
て
い
る
部
分
は
母
音
を
示
し
て
い
ま
す
。） 

 

☆
９
つ
の
活
用
の
種
類
は
ど
う
や
っ
て
見
分
け
る
の
？ 

…
次
の
手
順
を
追
っ
て
見
分
け
ま
し
ょ
う
。 

手
順
➀ 

数
の
少
な
い
も
の
（
表
の
④
～
⑨
）
は
動
詞
と
活
用
語
尾
（
活
用
表
）
を
暗
記
！
動
詞
を
見
て
活
用
の
種
類
を
判
断
す
る
。 

・
上
一
段
活
用
…
９
つ
の
動
詞
を
暗
記
！ 

【
干
る

ひ

】
【
射い

る
（
鋳い

る
）】【
着き

る
】【
煮に

る
（
似に

る
）】【
見み

る
】【
居ゐ

る
（
率ゐ

る
）】
の
み
！
暗
記 

☆
暗
記
方
法 

 

ひ 

い 

き 

に 

み 

ゐ 

（
る
） 

 

・
下
一
段
活
用
…
【
蹴
る
】
の
み
！
暗
記 

・
カ
行
変
格
活
用
…
【
来
】
の
み
！
暗
記 

・
サ
行
変
格
活
用
…
【
す
】【
お
は
す
】
の
み
！
暗
記 

・
ナ
行
変
格
活
用
…
【
死
ぬ
】【
往い

ぬ
・
去い

ぬ
】
の
み
！
暗
記 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

カ
・
サ
・
ナ
・
ラ
変 

と
覚
え
る 

・
ラ
行
変
格
活
用
…
【
あ
り
】【
居を

り
】【
侍は

べ

り
】【
い
ま
そ
か
り
】
の
み
！
暗
記 

手
順
➁ 

数
の
多
い
も
の
（
表
の
➀
～
➂
）
は
「
ず
」
を
つ
け
て
未
然
形
に
活
用
さ
せ
る
。 

そ
の
活
用
語
尾
が
、
ア
段
か
、
イ
段
か
、
エ
段
か
を
見
て
、
四
段
活
用
か
、
上
二
段
活
用
か
、
下
二
段
活
用
か
を
判
断
す
る
。 

 

書
く 

→ 

書
く
＋
ず 

→ 

書
か
ず 

→
【
ア
（
ａ
）】
段 

→
四
段
活
用 

 

起
く 

→ 

起
く
＋
ず 

→ 

起
き
ず 

→
【
イ
（
ｉ
）】
段 

→
上
二
段
活
用 

 

受
く 

→ 

受
く
＋
ず 

→ 

受
け
ず 

→
【
エ
（
ｅ
）】
段 

→
下
二
段
活
用 

手
順
➂ 

活
用
す
る
行
、
活
用
の
種
類
が
間
違
え
や
す
い
も
の
に
注
意
す
る
。 

さ
ら
に
、
上
一
段
活
用
と
上
二
段
活
用
、
下
一
段
活
用
と
下
二
段
活
用
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
よ
う
。 

➈ ➇ ➆ ➅ ➄ ➃ ➂ ➁ ➀

カ
行
変
格
活
用

サ
行
変
格
活
用

ナ
行
変
格
活
用

ラ
行
変
格
活
用

未
然
形

ａｉけ

活
用
の
種
類

四
段
活
用

上
二
段
活
用

下
二
段
活
用

上
一
段
活
用

下
一
段
活
用

こせなら

ｉ

ｕ

ｕ

ｅ

ｅ

連
用
形

終
止
形

連
体
形

已
然
形

命
令
形

ｉ

ｕ

ｕ
る

ｉ
よ

ｕ
れ

ｅ
よ

ｉ

ｉ

ｉ
る

ｉ
る

ｉ
れ

ｉ
よ

ｅ

ｅ

ｕ

ｕ
る

ｅ
れ

き

く

く
る

く
れ

せ
よ

ねれ

す
る

ぬ
る

る

す
れ

ぬ
れ

しにり

すぬり

れ

け

け
る

け
る

け
れ

け
よ

こ
こ
よ


